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開会 

定刻となりましたので、ただ今から、第２回松田町・寄村 合併 70周年

記念事業準備委員会を開会いたします。 

会議については、前回同様に記録及び写真撮影をさせていただき、町公

式サイトへの掲載を予定していますので、あらかじめご了承をお願いしま

す。 

 また、本日の審議時間は、概ね１時間 30分程度を想定しておりますの

で、円滑な議事進行にご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

１．委員長あいさつ 

それでは、委員長から挨拶をいただきたいと存じます。 

  

今日は、大変お忙しい中、この 70周年記念の準備委員会にご参集いただ

き、ありがとうございます。前回（８月１日）から、もう１ヶ月以上経っ

てますけども、その間は、役場の中での調整と言いましょうか、職員に

様々な意見を出してもらったりしました。その内容も反映させていただい

ております。また、皆さん方からも、今日も忌憚のないご意見をいただき

ながら、とにかく行政主導というんじゃなくて、多くの人たちに参加して

いただいて、70年という歴史のある、記念を皆さんで祝っていただきなが

ら、次の５年後、10年後につながるものにできるように、「我々がしっか

りと準備をしていきたい」という想いでいますので、今日もですね、忌憚

のないご意見をいただき、最終的には１つにはまとめていかなきゃ前に進

まないこともありますので、ご了承いただきながら、進めていきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

 

２．自己紹介 

ありがとうございました。 

 続きまして、本日初出席の委員様は自己紹介をお願いします。 

 

日 時 令和６年９月 18日（水） 14：00～15：30 

場 所 松田町役場４階１AB 会議室 

出 席 者 別添出席者名簿の通り 

会 議 名 令和６年度 第２回 松田町・寄村 合併 70周年記念事業準備委員会 
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委 員 長 

私は、松田町社会福祉協議会事務局長の工藤です。よろしくお願いいた

します。 

 

今年度から松田町スポーツ協会の会長を承っております遠藤です。前回

は、欠席になってしまいましたが、なるべく来れるように調整していきた

いと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

本日の出席状況を事務局から報告させていただきます。本日は３名お休

みの 12名になっております。加藤校長先生と市村副会長は、欠席になるか

ご予定が終わり次第、遅刻して来ていただけるそうなので、ご承知おきく

ださい。小島様については体調不良で欠席でございます。 

 

それでは、議題に入る前に、本日の配布資料の確認をさせて頂きます。

資料については、郵送したものと、机上配布したものがございます。 

まず、事前に郵送させていただいた、次第、別紙１の実施方針（事業コ

ンセプト（案））、別紙２の記念事業（案）、別紙３の記念ロゴマーク募集要

項、別紙４の事業スケジュールがございます。最後に、机上配布させてい

ただきました、出席者名簿です。 

資料の不足等はございますでしょうか。 

≪不足等なし≫ 

 

まず、振り返りということで、８月１日に実施しました前回会議について

簡単に振り返りをさせていただきたいと思います。 

前回会議では、事業方針について話をさせていただきまして、取り急ぎご

検討いただきたい広報 PR事業について、それぞれご提案をいただいたとこ

ろでございます。その後、令和７年度に行いたい事業についてもそれぞれご

提案いただきました。 

今回、第２回目の会議につきましては、事前に通知にて送付させていただ

きましたが、次の４点について協議いただきたいと存じます。 

１点目に、コンセプトについて、２点目に、今年度実施の周知 PR方法及

びグッズについて、３点目に、令和７年度実施の周知 PR方法及びグッズに

ついて、４点目に、令和７年度事業の拡充内容・方法、 新規事業についての

４点でございます。 

それでは、これより設置要綱第５条の規定により、本山委員長に議事を進

めていただきたく存じます。委員長、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

３．議事（１）事業コンセプト（案）について 

 それでは、議事（１）事業コンセプト（案）について、前回の会議でも
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委 員 長 

 

 

 

 

草門委員 

話し合いがあって、できたら皆さん方からも会議前にこんなコンセプトの

案でどうだっていう話を事前に承りたかった。皆さんお忙しく意見も上が

ってこなかったこともあり、役場の中でいくつか別紙１ということでまと

めたものを事務局より内容の説明をお願いいたします。 

 

 それでは、別紙１をご覧ください。 

 コンセプト（案）について第 1回会議にて、「ツナガル」「松田町」「70

周年」のキーワードをベースにコンセプトを考えることになりました。 

「ツナガル」については、総合計画の「いのち育み 未来へツナグ 進

化つづける 故郷」にもあるとおり、カタカナにし、「ツナグ」ではなく、

「ツナガル」とし、意識して繋いでいるような形ではなく、自然に繋がっ

ていくような意味を込めさせていただきたいです。 

また、コンセプトを正しく分かりやすく伝えるため、松田町や 70周年を

連想させるものを入れたい。職員の分科会にて意見を求めた際に、ポスタ

ー等に書いた際の、見え方等についても考えてほしいという意見がござい

ました。よって、ひらがな、カタカナ、英語と様々な形の素案を書き出し

ました。 

テーマの考え方ですが、人口減少社会だからこそ、人と人とのつなが

り、支えあい、相互尊重が大切である現代。皆さまには、「ツナガル」とい

う言葉に、何が見えるか問いかけるようなものにしたい。「人との繋がり、

時代の繋がり、未来への繋がり、伝統の繋がり、松田と寄の繋がり」たく

さんの「繋がり」があり、現在の松田町があります。町が消滅する時は、 

町の歴史や文化の継承者がいなくなったとき、歴史を振り返り未来へ向け 

て、私たちが現在何をすべきか、一緒に考えてみませんか？互いに手を取

り合い、隣人融和の精神で「ツナガル」をコンセプトに「松田町」を盛り

上げましょう。ということで、本タイトルに「ツナガル」、サブタイトルに

「松田町」と「70周年」を組み合わせたものをご用意させていただきまし

た。  

最後には、松田町だけでなく、松田町の「松」と寄村の「寄」を合体さ

せていただいて、松寄（まつよ）70という形でタイトル案を出させていた

だきました。以上になります。 

  

前回の話では、本タイトルとサブタイトルっていう形で、こう分けるっ

ていうような話ではなかったと思いますが、ここで、タイトルは本タイト

ルとサブタイトルに分けた方が整理がつくのではないかという風なことで

の 1つの提案になっている状況です。その辺りはどうでしょうか。 

 

コンセプトのキーワード３つは、すでに広報紙に出していますよね。前
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回、指摘できなかったが、松田町の「まつだ」だけでは、違和感がある。 

文字で見たことを感じて、方法までしっかり書いてある。広報でも、キ

ーワードを３つに絞ってない。などって書いてあったから、とても考えて

あると感じた。僕は、テーマの考え方のサブタイトルは、わかりやすくす

るために必要だと思った。 

そのサブタイトルは、職員の方が一生懸命考えてくれており、個人的に

は「松寄 70」が、ものすごくいいなと思ったんですよ。ただし、松と寄の

間に、ドットを入れてください。これが合併を意味したり、松田町と寄の

存在感を明確にするためになると思う。また、キャッチーな言葉で俳句な

んかでも、読み方と漢字が違っているものもあるので、いいと感じまし

た。 

 

テーマの考え方の説明を見てて、「ツナグ」は今までのことを繋げていく

っていう意味もある。 例えば「繋ぐ、繋がる」っていうのも面白いかなと

思いました。「まつだ」は、やっぱり松田町には松田と寄があって、やっぱ

り「寄」って言葉とかを入れなきゃいけないなと思う。やっぱ見た人が一

発でぱっと何の 70周年だってわかる、タイトルの方がいいのかなと。 

 

「寄」⇒「やどりき」と読めない人が多い、町民ですら「より」と読ん

だり。だから、自分の案としては「ツナガル」はそのまま、全部、カタカ

ナで、「マツダ・ヤドリキ 70」もっとわかりやすく言えば、70の前に合併

をつけ、シンプルで分かりやすいものがいい。 

 

長いかもしれませんが、「ツナガル 松田町・寄村合併 70周年」と全部

書いちゃった方が、わかりやすい。興味を持ってもらうっていうのが一番

だと思いますので、わかりやすいものを。 

 

このサブタイトルを見た時に、「マツダ 70」とかだと、松田町って 70年？

何の？となってしまう。「合併 70周年」など明記しないと勘違いが生まれそ

う。 

 

合併 70周年っていうのは、広報でも出ましたけど、タイトルで合併した

っていうのはしっかり謳わないと、わかりづらい。70、70周年だけでな

く、「合併」のとこが１番大事という風に思う。 

 

漢字がいいか、カタカナがいいかなどの考えは決まっていないが、皆さ

んが、仰っている通り、「松田町・寄村合併 70周年」などを書いた方がい

い。 
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陶山委員 

 

私も、「松田町・寄村合併 70周年」としたほうがいいと思う。「寄」につ

いては、「やどりき、やどろぎ」など様々な呼び方をする人がいるので、

「やどりき」と知らせるためにも、「ツナガル」がカタカナなので、ひらが

なでもいいかなと思います。 

 

サブタイトルについては、短くしたいっていう趣旨がある。特に若い子

などは、みんな省略したりしている。極力短くする意図は大事ということ

も僕はちょっと持ってまして、その短くする中でいい文ができれば一番い

いなと欲張ってたんですけど。皆さんの言ってる通り、合併 70周年以外

に、町政施行 100周年などもあって、そこの誤解を招く要因があったりし

て、批判するようなことは、いくらでも出ますけど、キャッチーな今の発

想も無視しちゃいけないのかなという気がします。 

 

この本タイトルって「本」がついてるから、ややこしいが、タイトルと

サブタイトルの違いって。サブタイトルって、愛称みたいな。皆さんたち

が読みやすいようなのを。 

今ちょっと確認したかったのですが、「松田町・寄村合併 70周年」これ

が、誰にでもわかりやすいメインタイトル。「ツナガル○○」がサブタイト

ル。 

また、「松田町・寄村」とか、全部カタカナ、ひらがなの話があったが、

「松田・寄」って書くのか、町村って書き「松田町・寄村」にするのか、 

＊（略） 

余計なこと考えずに、正式名称ですかね。 

＊（略） 

サブタイトルについては、どうしましょうか。 

＊ 

 事務局からいいですか。事務局で色々話してる中で、逆に「ツナガル○

○」の〇のところは抜いといてもいいかなって我々発想もありまして。と

いうのが、様々なイベントが来年度あったとして、そのイベントごとにツ

ナガル何々っていうのをし、「ツナガル」を１つのテーマに据えといて、ツ

ナガル何々ってイベントごとにあってもいいかなっていう発想も１つあっ

たので、せっかく色々お話いただいたんで、我々の案としてはそんなこと

もありました。 

 

あえて完成させない、未完のまま。いかがでしょうか。 

 

「ツナガル○○」良いと思います。なんにでも対応できますし、別に来
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年やる町事業が全てではないので、色々な人たちがやってる事業とかね。

全て丸々に収まるので、相対的にも、色々な人の想像でそれが完成すると

いうのは、柔軟性があって面白いと思います。 

 「町・村」については、松田町・寄村がいいと思います。昔は、村だっ

たと知る機会にもできるので。 

 

相談です。なんで「松田町・寄村合併 70周年」は、「寄村」が前じゃな

いのか？なんて意見も出てきそうですが。 

 

それは難しいでしょ。思うことは、昭和 30年に合併して、、、 

このままで良いと思います。 

 

先や後とか、前とか後とか、そんな話が出てこなきゃいいなと。タイト

ルは、カタカナじゃなくて、漢字一文字で正式名称での記載とする。「寄」

が読めない人には、勉強してもらう。 

タイトルは、「松田町・寄村合併 70周年記念～ツナガル○○～」こちら

で、皆さんいかがでしょうか。（〇は、２つ） 

 

≪承認≫ 

 

使い方については、今、各団体の長が来てくれてるので、各団体での各種

事業に委ねる。〇〇については、色々な提案を期待するものとする。あえ

て完成しない、未完のままでいきましょう、まだまだ、70周年は途中です

から。コンセプトの説明についても、本日のご意見を含めて正式にまた、

まとめましょう。 

 

４．議事（２）記念事業（案）について － ロゴ製作について 

 続いて、議事（２）記念事業（案）のロゴ製作について、事務局より内

容の説明をお願いいたします。 

 

 続きまして、別紙２をご覧ください。ロゴについてですが、前回会議に

て公募で募集することが決まりました。 募集の期間の関係で大変申し訳ご

ざいませんが、募集期間が短くならないように、広報まつだ９月号に取り

急ぎ掲載させていただき、周知を実施させていただきました。事後報告に

なってしまい申し訳ございません。 

また、募集要項につきましては、本日の意見を反映して公式サイト等で

正式に公表させていただきたく存じております。 別紙３に募集要項がござ

います。本資料については、事前に送付させていただきまして、ご確認い
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ただいたと思いますが、何か意見などございましたら、ご提案ください。 

 

掲載から２～３週間くらいですが、今の現状を報告ください。また、今

後のスケジュールについても説明願います。 

 

現状の申し込み数は、０件です。 

今後のスケジュールについては、別紙４をご覧ください。募集期間が、

11月 15日（金）に設定しております。その後、準備委員会４回目の 11月

末か 12月初めに行う本委員会にて、皆さまにより、ロゴの選考（決定）を

いただきたく存じます。 

 

 事務局より、説明がありました。まず、今日の話し合いの、「ツナガル○

○」とか、「松田町」「寄村」「合併 70周年」は、追加をお願いします。他に、

意見等ございますか？ 

≪意見等なし≫  

 本日は、確認のみで終わりにします。 

 

５．議事（２）－ 令和６年度の予算について 

 続いて、令和６年度の予算について、事務局より内容の説明をお願いい

たします。 

 

別紙２の２ページ目、令和６年度の予算について、PR物品を作ろうとい

うことで、素案を書かさせていただいております。PR方法等の詳細につき

ましては、皆様にご意見いただき決定させていただきたく存じます。 

予算の総額は 140万円ほど。次のものが、事務局で考えてるものでござ

います。横断幕５枚、垂れ幕（懸垂膜）１枚、のぼり旗 50セット、委員な

どの関係者用のポロシャツ 50着分、クリアファイル 5,000 枚、うちわが

5,000本、車につけるマグネット４台分、その他に印刷製本費としてポスト

カードやチラシ、カレンダーなどの経費と考えております。 

 

横断幕の５枚についてはどこに設置を予定していますか。 

 

想定としては、２枚は、東名高速道路から見えるところに新しく。あと

の３枚ですが、他のとこにも使用できるように。具体的に申し上げます

と、新松田駅、生涯学習センター、貸し出しとかできてもいいのかなと考

えています。 

 

寄地区にも設置必要。いずれにしろ、そういったところで箇所数が増え
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れば、逆にこう、予算の範囲で削ったりとか、ものによっては令和７年度

にまた新たに予算組んで追加することもできますから。令和６年度はあく

までもプレイベント的な PRで、いろんな人たちに知ってもらう。町内、

町外の人にも。基本は、町内の人にやっぱり１番自覚してもらいたいとこ

ろでは、当然あるので。そういった部分での PR活動品として、イベント

でクリアファイルやうちわを配ったりとかどうかなと。また車用マグネッ

トは、AIデマンドバス（のるーと足柄）に貼ってなどの PRができれば

と、令和６年度分として挙げていますけども、他にもこんなものがあれば

いいというものを意見あれば。 

 

この場で急に出すのも申し訳ないんですけど、中学校に黒板アートを打

診しまして、内々で承諾はいただいてるんですけれども、ただ、黒板アー

トなんで、中学校に、飾っとくだけじゃもったいないので、移動式のそう

いった下地になるようなものをご用意していただけないか。 

 

それであれば、そういったデザインを書いてもらい、それをクリアファ

イルやうちわに印字するなど、啓発グッズに活用できればありがたい。 

子どもに人気なグッズは。 

 

 湘南ベルマーレでは、試合の時もそうですが、クリアファイル、うちわ

なんかは本当に喜ばれる。 

 

子どもたちには、キーホルダーやマスコットなどは喜ばれる。 

 

 先日出た、松田町の木を使ったキーホルダーなど、いいですね。昔、木

のメダルを作ったこともありましたよね。 

 

 奴さんで作ってましたね。松田町の木を使ってたかは、ちょっとわから

ないが、毎年、好きな子どもさんは、楽しみに集めてたという。 

 

委員長が「子どもに」って言ったんで、横断幕など、デザインなど固く

なりやすい。子どもが喜ぶようなものが、横断幕にも入れられたら良いな

と思う。寄せ書き的な感じなどで参画の意識を。 

 

 ここに書かれてるのは、スタンダードなものですけど、いただいた意見

を参考に工夫をしながら、令和７年度のイベントとかで。例えばみんなで

一緒に作ったりしたりね。 

今年度は、早くて令和７年１月頃からかな、ろうばい・桜まつりが始ま
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ったりするところで、外の人（観光客など）には見てもらって。単純に、

広報活動とかだったら、ティッシュ配りとか、また横断幕の数を増やした

りなんとかっていうのは中で調整します。 

では、６年度の予算の使い方については、このような内容でご承知いた

だくということで、よろしくお願いいたします。 

 

６．議事（２）－ 令和７年度事業について 

 続いて、令和７年度の事業について、お願いいたします。 

 

はい。１枚おめくりいただきまして、３ページ目でございます。令和７

年度の予算について、前回会議にて、事業についての基本方針は「既存事

業を拡充して行う」ということになりました。それぞれの事業について、

職員分科会にて、提案された意見を取りまとめましたので、共有させてい

ただきます、意見等無い場合は、未記載になっています。 

また、70周年準備委員会として、新たに実施したいこと、拡充事業のこ

と等ご意見ございましたら、ご提案願います。スケジュールについては、

別紙４のとおりです。 

別紙４には、町事業の実施の本番の日付だったり、スケジュールにて大体

の目安が分かるような形で整理させていただきましたので、ご報告させてい

ただきます。 

 松田町の基本事業を書かせていただきました、令和７年度事業一覧のス

ケジュールについて上段から読ませて頂きます。若葉まつりが５月５日に

実施、ホタルの夕べが例年、６月下旬頃から開始、子ども夏フェス・・・ 

（以下、略） 

説明は、以上になります。 

 

70周年なんで、花火を景気よくあげれたらなと。また、花火は松田地区

だけ上げて、寄地区が上がんなかったって言われるとまた嫌だなというの

があったり。70周年ですよ！みたいなのを、今回だけの新規な企画含め

て、既存のイベントに対してコンセプトを掛け算しながらという動きの中

で、他にも一覧に書かれてない予定があるなら、教えてもらいつつ、各イ

ベントでの周知をやっていただくということになります。また、その時の

実行委員会とかへの手引きをしっかり作って、ぬけがないようにします。 

次回、10月会議の時までに、できたらこの資料４の各種イベントの時に

こんなことやったら、という皆さん方にちょっとご提案をいただきたい。

新規事業と、既存のやつにこういうのを足したらっていうことを提案して

いただけるようお願いしたい。 
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≪承認≫  

 

本日、１つ決めていただきたいことがある。メインの式典の概要、時期的な

もの。もう夏場とか言ったら暑くて誰も来ないって考えると、大体梅雨に入

る前ぐらい（6/20 くらい）。スケジュールを見ますと、５月の後半から６月

の中旬ぐらいまで大きいイベントがない。 

自衛隊の音楽隊だとか神奈フィルだとか警察だとか、ああいうのを呼ぶに

しても、早めに決める必要がある。 

 

 事務局にて、先んじて聞きました。神奈川県警の音楽隊については、行

事の６カ月前から受付をしてるそうなので、まだ間に合いそうです。神奈

川フィルハーモニーさんは、５～６月のいくつか空いてる日付を聞かせて

いただき、空いてる日付もございましたので、その日付に合わせれば来て

いただくこともできそうです。ただし、予算が必要です。自衛隊について

は、確認中で、返答がない状況になります。 

 

わかりました。さて、いつ頃やりましょうか。 

 

一例で、何のイベントに付随して行うか。松田サミットと書いてあっ

て、松田サミットに関して言えば、６月、８月でも個人的には、早すぎる

なと思って、まあ式典の構成によっても違ってくるから。前回、2017年に

やった記憶があるので、ただ、式典と一緒だとあんな大きくやる必要はな

くなるわけで。考え方ですけどね。そういうことで、ちょっと文化財の委

員では、前回のものをイメージしてるんでね。厳しいかなと感じました。 

 

松田サミット自体が来年の８月でも難しいのであれば、いつ頃だったら

できるか教えてください。もうこの時点から松田サミット開催に向けてス

タートしてもらいたい。どんどん、有志の皆さんたちで集まっていただい

て、準備を色々進めてもらった中で、例えば 10月とか 11月がいいよって

いうことであればそれで結構。 

ただ、今日方向性を決めたいのは、本記念式典自体をどういう風にする

か。単独でやって、いろんなものを逆に新規でくっつけちゃうか。メイン

式典が秋っておかしいですよね、もう年度の終わりになんて。その辺りの

考え方だけでも、皆さんからいただきたい。 

 

60周年の時はどうだった。 

 

60周年は、記念式典はやらずに、（観光まつり式典にて付随して報告）



 

 

 

 

陶山委員 

 

 

 

 

吉川委員 

 

 

遠藤委員 

 

 

草門委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 長 

 

 

 

 

三木委員 

 

 

 

委 員 長 

 

加藤委員 

 

 

 

各種事業にて行った。 

 

早い方が、いい。平日とかで万が一やるような場合ですと、５月とかっ

てもう代表者皆さん色んな会議やってて、かなり毎日のように出てるよう

な感じ。６月がちょうどベストかなと。日曜なら問題ないが。６月ならち

ょっと落ち着く感じ。 

 

子どもたちに参加してもらうのであれば、４月は、まだ環境に慣れてい

ないため、６月とかの方がいい。 

 

70周年と謳っているのだから、年度の早い時期が良い。イベントについ

ても、少ない時期だし重ならないであろう。 

 

式典の規模は、どういう風に考えているのか。町民第一でフランクに行

うのか、それとも公式にやるのか。公式に構えるとすると、記念誌はどう

するのか、どのレベルまで招待するのか、とか余計なことまで仕事が多く

なっちゃうので、松田サミットをくっつけるとなると、そういう時間を考

えて松田サミットの時間振りが変わってくる。 

松田サミットを入れないで、記念式典と、プラス花を添えるっていう意

味で、子どもたちの寺子屋さん演技なんかやると、子どももすごく喜ぶ、

あるいは、寄の祭囃子を付け加えて１時間ぐらいでセットでできるかなと

かね。  

 

今までの流れを見てると、おそらく二部制でしょうね。一部を式典、二

部で記憶に残るような楽しみを。記憶に残るようなイベントについては、

どんなサプライズができるかっていうのは、知恵を絞るとこかな。 

ベルマーレさんは６月とか話が多かったですが、どうですか。 

 

フットサルは、ちょうどリーグが始まるかなという感じではある。でも

６月初めからなので、多分５月後半とかだったら、余裕はある。シーズン

自体は４月から。 

 

基本的には土日ですよね。平日にやることは多分ない。 

 

遅れてしまい申し訳ございません。参考までなんですが、寄小学校の来

年度運動会は、11月に調整する予定になりました。修学旅行と重なりそう

になっているため。 
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高齢者の配慮については。 

 

あんまり暑いとやっぱり。５月連休明けから６月はいいと思う。 

 

わかりました。全体の話としては早めに行う。４月は早すぎ、５月の後

半から６月ぐらい、梅雨に入る前ぐらいで日程調整をし、式典だけは単独

でやる。ということで、ご承知おきください。 

それでは、時間も 90分過ぎたところもありますので。今日のところで

は、宿題として、令和７年度の新規事業でこんなことやったらっていうの

があるか、または、令和７年度のグッズとして、別紙２の３ページには、

先ほど説明したようなことも書いてありますし。確か中沢酒造さんのとこ

ろも 200周年でお酒のリキュール作るとかって仰っていた気がします。町

の暮らしのガイドも 2018年から７年ぶりに改定する。 

そういったものとか、先ほど草門委員さんが言われたように、こういう

式典の記念誌。1年通したものなんかそういったものを記録で残すだけな

のかどうなのか。とかいうのもまた予算取ってなのか、また、色んな人た

ちに写真撮ってもらって、フォトコンにする形でもいいだろうし。 

では、そのような格好で、次の時には、皆さんの方から、こんなグッズ

もしくはこんな新しい事業を増やしたら、既存事業についてもこういうの

を足したら、当然、私たちも途中いろんな意見を出し合いながらご提案を

するということをさせていただいて、皆さんと、合意形成を図っていきた

い。 

次回の会議もよろしくお願いします。 

 

７．議事（３）その他 

 それでは、その他についてですが、何かございますでしょうか。 

≪意見等なし≫ 

特になければ、事務局の方からお願いします。 

 

はい。事務局からは、次回会議についてお話させていただきたいと思い

ます。次回は 10月開催を予定しており、令和 6年の 10月の最終週、 10

月 29日の火曜日午後でいかがでしょうか。 

≪意見等なし≫  

 それでは、こちらの日時にて開催させていただきたいと思います。 

 

それでは、令和６年度 第２回 松田町・寄村 合併 70周年記念事業準

備委員会については、これで終了といたします。 

 ありがとうございました。 


